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(57)【要約】
少なくとも１つの吸湿性流動可能固形物質を含む製品（
３）用の包装（１）であって、輸送容器（４）中には、
製品（３）を収容した製品袋（２）を取り囲む、防湿性
材質の吸湿剤被覆体（１０）があり、その中には、製品
袋（２）に面した吸湿剤被覆体（１０）の内側表面（１
１）上に位置する吸湿剤（１４）がある。吸湿剤（１４
）は、少なくとも１つの、好ましくは複数の、吸湿剤袋
（１３）内に位置する。該少なくとも１つの吸湿剤袋（
１３）は、透湿性の孔空きカバー１６により覆われ、吸
湿剤被覆体（１０）の内側面（１１）上に固定される。
吸湿剤被覆体（１０）は、製品袋（２）の形状、または
、輸送容器（４）の形状に適合している。製品（３）を
保持する製品袋（２）は、高密度ポリエチレンの熱結合
繊維の不織布である。吸湿剤被覆体（１０）は、ポリエ
チレンの薄い被覆であるか、そのような薄い被覆または
コーティングを含むものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも1つの吸湿性流動可能固形物質を含む製品（３）用の包装（１）であって、
該包装（１）は、製品（３）を収容するための透湿性材料で出来た封止可能な製品袋（２
）と、該製品袋（２）を取り囲む輸送容器（４）と、該製品袋（２）の外側であって輸送
容器（４）の内側に位置する吸湿剤（１４）とを含み、
輸送容器（４）内には、製品（３）を収容した製品袋（２）を取り囲む防湿性材料の吸湿
剤被覆体（１０）が存在し、吸湿剤（１４）は、吸湿剤被覆体（１０）の製品袋（２）に
面する内側（１１）上に位置することを特徴とする、前記包装（１）。
【請求項２】
　吸湿剤（１４）が、吸湿剤被覆体（１０）の内側（１１）上に固定された少なくとも1
つの吸湿材袋（１３）内に位置していることを特徴とする、請求項１に記載の包装（１）
。
【請求項３】
　少なくとも1つの吸湿材袋（１３）が吸湿剤被覆体（１０）の内側（１１）上に、透湿
性カバー（１７）により被覆され固定されている、請求項２に記載の包装（１）。
【請求項４】
　透湿性カバー（１７）が、孔を開けられたものである、請求項３に記載の包装（１）。
【請求項５】
　吸湿剤被覆体（１０）が、製品袋（２）の形状に適合したものである、請求項１～４の
いずれか一項に記載の包装（１）。
【請求項６】
　吸湿剤被覆体（１０）が、輸送容器（４）の形状に適合したものである、請求項１～４
のいずれか一項に記載の包装（１）。
【請求項７】
　吸湿剤（１４）が、吸湿剤被覆体（１０）の、輸送容器（４）の開口に面した1つの領
域（１２）にのみ配置されている、請求項１～６のいずれか一項に記載の包装（１）。
【請求項８】
　吸湿剤（１４）が、吸湿剤被覆体（１０）の内側（１１）に亘って分配されて位置して
いる、請求項１～７のいずれか一項に記載の包装（１）。
【請求項９】
　製品（３）を保持するための製品袋（２）が、高密度ポリエチレン（HDPE)の熱結合さ
れた繊維の不織布である、請求項１～８のいずれか一項に記載の包装（１）。
【請求項１０】
　吸湿剤被覆体（１０）が、薄いポリエチレンの被覆体である、または薄いポリエチレン
の被覆体を含むものである、請求項１～９のいずれか一項に記載の包装（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも1つの吸湿性で流動可能な固形物質を有する製品のための包装に
関し、該包装は、製品を収容するための透湿性材料で出来た封止可能な製品袋と、該製品
袋を取り囲む輸送容器と、該製品袋の外側であって輸送容器の内側に位置する吸湿剤とを
有する。
【背景技術】
【０００２】
　化学分野または薬品分野の産業においては、たとえば粉体物質のような、吸湿性の流動
可能な固形物質を、しばしば、意図された使用に至るまで、運搬し貯蔵しなければならな
い。この目的のための、数多くの、実用されている異なった包装が知られている。多くの
異なった包装において、製品または化学物質は、不純物から守るための密封可能な製品袋
に分封され、そして輸送容器中に収容される。輸送容器は、たとえば、樽であったり、箱
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であったりすることができる。
【０００３】
　吸湿性物質からなる、もしくは、少なくともひとつの吸湿性成分を含み、粉体化した、
粒状化したまたは流動可能な製品には、詰め替え操作の間またはその後の輸送または貯蔵
の間における湿気があり、製品が残存湿気によって凝集性を持つ危険性が頻繁に発生する
。もし、大量の湿気が、製品表面や製品の内部に長く存在する状態に置かれてしまうと、
製品の流動性は、減少するか完全になくなってしまうかも知れず、製品がひとつのまたは
複数の大きな塊を作ってしまうかもしれない。
【０００４】
　輸送および貯蔵中の製品の凝集またはゲル化（Verklumpens oder Verbackens）の危険
を減らすために、それを取り囲む輸送容器を防湿性とすること、および、製品を充填した
後に防湿性シールをおこなうことは知られている。しかしながら、それでも、充填中およ
びとりわけ逐次的になされる製品の取り出しは、輸送容器の開放、封止の繰り返しをまね
くことになり、湿気が輸送容器の内側へ移動し、吸湿性製品の凝集またはゲル化をもたら
すことになる。
【０００５】
　輸送容器中に見出される湿気によるこれらの悪影響を避けるために、輸送容器中に見出
される湿気を吸収し保持する吸湿剤を輸送容器中に設置することが、実用上知られている
。従来、吸湿剤はひとつの袋の中に位置させるか、複数の袋の中に位置させるかしていた
。吸湿剤が充填されたこれらの吸湿剤袋は、輸送容器中の製品が充填された製品袋の表側
または裏側に位置される。しかしながら、とりわけ、たとえば輸送により誘発される輸送
容器の運動や揺動の間に、吸湿剤袋が当初の位置から離れてしまい、輸送容器中のどこか
に集まる結果、さらなる吸湿が、吸湿剤袋の周りの場所に集中して、吸湿剤袋から離れた
領域での吸湿剤による吸湿が妨げられるということが避けられない。
【０００６】
　実用上、公知の吸湿剤袋は、たとえば製品を充填した製品袋の封止可能な開口部領域に
、テープ止めまたはループ止めされていた。そのようにするために必要な手間は、相当な
ものである。吸湿剤袋は、製品を充填した製品袋の開口部領域に配置固定することもでき
るが、それはまた、大きな苦労をすることなく、製品袋のいずれの位置、または、輸送容
器の内側のいずれの位置に、配置固定することが可能である。
【０００７】
　吸湿剤袋を内部に配置可能な透湿性の吸湿機構を、輸送容器中に設置することも、やは
り実用上知られていた。例えば吸湿袋を保持する小さなポケットまたはスケルトン容器の
形式のような、これらの吸湿機構を具備した輸送容器は、製造が面倒であり経費がかかる
ものである。吸湿機構は、輸送容器内部に突出し、ある条件において製品を充填した製品
袋に損傷を与える可能性がある。
【０００８】
　このような吸湿機構が提供された輸送容器は、そのような意図でしかるべく製造されな
ければならないか、吸湿機構を後付で輸送容器に装備させなければならない。大抵の場合
、このための追加コストに加えて、対応する輸送容器だけが、吸湿性製品の輸送に適して
おり、それら製品は十分な分量が即応可能に用意されていなければならず、また、吸湿機
構なしで輸送容器から離隔していなければならないということも、深刻な不利益であると
認識されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　したがって、本発明のひとつの目的は、可能な限りもっとも単純な手段を用いて、輸送
容器中の湿気が低コストで吸収でき、製品の凝集またはゲル化が低減または完全に排除さ
れた、少なくともひとつの吸湿性流動可能固体成分を含む製品用の包装を構成することで
ある。
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【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この目的は、本発明の、輸送容器内にある、製品が入った製品袋を取り囲む防湿性材料
の吸湿剤被覆体によって達成され、吸湿剤は該吸湿剤被覆体の内側に位置していて、該内
側は製品が入った製品袋に面している。吸湿剤被覆体を使用することによって、製品を保
持するために用いる製品袋の如何によらず、また、輸送容器の如何によらず、吸湿剤が輸
送容器内に配置されることまたは製品が入った製品袋の近傍に配置されることが保証され
る。
　費用が掛かり複雑な輸送容器の改造は不要となる。同様に、製品を製品袋に充填し密封
した後で、吸湿剤を製品袋や製品袋の密封箇所近傍に取り付けることもほとんど不要とな
る。
【００１１】
　既に存在する輸送容器内に、後から挿入できる吸湿剤被覆体を使用することは、既に存
在する輸送容器を改良して、吸湿性製品に使用することを可能とする。吸湿剤被覆体は多
様な輸送容器に使用することができるので、対応する輸送容器の既存の市場システムにお
いて、変更を必要としない。吸湿剤被覆体を調達し、使用に供するための追加費用は、著
しく低いものである。
【００１２】
　吸湿剤被覆体は、再使用が可能であるように作成することができ、輸送容器の再利用時
に吸湿剤被覆体が更に使用できるように、製品が入った製品袋を取り除いた後も輸送容器
中に残すことができる。吸湿剤被覆体は、一回限りの使用とし使い捨て製品として設計お
よび製造することも、同様に可能である。
【００１３】
　透湿性材料からなる製品袋を使用することによって、吸湿剤の作用が強化される。製品
袋内または製品袋内の製品に残存している湿気がある場合、または、製品袋を開封し再度
封止した後に、湿気を回収しなければならない場合に、この湿気は、透湿性製品袋によっ
て、製品袋とそれを取り囲む吸湿剤被覆体との間の中間空間に運ばれ、吸湿剤により吸収
され凝固されることができる。
【００１４】
　進歩性を有する本発明のひとつの構成によれば、吸湿剤被覆体の内側の１つの上に固定
された少なくとも一つの吸湿剤袋内に吸湿剤が提供される。これらの吸湿剤袋は、多種多
様な形状の吸湿剤のためのものが商業的に安価に入手可能である。吸湿剤袋は、吸湿剤被
覆体上に容易にそして確実に、例えば結合、接着または縫着により、固定することが可能
である。好適には、吸湿剤袋の中の吸湿剤による吸湿作用を促進し、吸湿剤が輸送容器中
の小さな箇所に集中することを防ぎ、それ以外の領域において湿気が吸湿されなくなった
り、吸湿が小さな程度でしか起こらないようになることを防ぐために、複数の吸湿剤袋が
、吸湿剤被覆体の上に互いに距離を空けて固定される。
【００１５】
　吸湿剤袋の格別に簡潔で有効な吸湿剤被覆体上への固定は、少なくとも一つの吸湿剤袋
が吸湿剤被覆体の内側上に固定され、透湿性カバーによって覆われるようにすることによ
って達成することができる。透湿性カバーは、穴あきのものとすることができ、吸湿剤被
覆体と同一の防湿性材料から製造することができる。吸湿剤被覆体が、例えばフィルムか
ら成る場合、繰り返しのまくり上げによるポケットの作成とそれに続くそのようにして作
成されたポケットの固定、接着または溶着により設けられたポケットの内部に、吸湿剤袋
を配置することができる。
【００１６】
　進歩性を有する本発明の格別有利な構成によれば、吸湿剤被覆体は輸送容器の形状に適
合させている。吸湿剤被覆体は輸送容器内部に挿入され、輸送容器の内側裏当てを構成す
ることができる。吸湿剤被覆体を、輸送容器の形状に適合させることにより、吸湿性被覆
体の輸送容器中の配置または輸送容器に対する相対的な配置を規定することができ、その
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ようにすることによって、輸送容器の内部または壁上の吸湿剤被覆体上に固定された吸湿
剤袋の位置を、あらかじめ定めたものとすることができる。輸送容器に隣接する吸湿剤被
覆体は、製品をそれ自身に格納している製品袋を、輸送容器に詰め込むことを妨げること
がない。
【００１７】
　吸湿剤被覆体を製品袋の形状に適合するようにすることは、同様に想定可能であり、個
々の適用において有利である。製品を詰め込んだ製品袋は吸湿剤被覆体内に位置させるこ
とができ、これにより、吸湿剤の配置または個々の吸湿剤袋の製品が入った製品袋との相
対的な配置が規定される。このようにして、製品袋上の吸湿剤の分配が可能な限り一様で
あり、かくして、充填された製品袋が輸送容器の一部領域にしか詰め込まれず、しばしば
輸送中にその位置および形状を変化させるような場合に、製品が近接して配置されること
もまた確実になる。
【００１８】
　多くの製品または応用のためには、ある数の吸湿剤袋が輸送容器中に配置されれば既に
十分である。このような場合には、吸湿剤被覆体の輸送容器の開口部に面する領域にのみ
、吸湿剤を配置するのが有利である。従来は、輸送容器の開口部領域に詰め込まれると、
輸送容器の密封後に利用されない容積空間が残り、そこには通常湿気を含んだ空気が残さ
れる。この領域に吸湿剤を配置することは、輸送容器内にある空気の有効な除湿を可能に
する。さらに、例えば製品を連続的に断続的に取り出すたびに、輸送容器が開放されるた
め、新しい湿った空気が輸送容器に流入し、開口部領域に集まるがそこにおいて有効に吸
湿される。
【００１９】
　とりわけ、空気の湿気が高いことが予想される、または、湿気による悪影響がとりわけ
大きい製品である場合、吸湿剤被覆体の内側全体にわたって、吸湿剤が配分される構成を
とることが妥当であろう。それゆえ、例えば、多くの数の吸湿剤袋を吸湿剤被覆体の上に
、規則的な間隔、または、不規則にした間隔で吸湿剤被覆体の内側にわたって配置するこ
とができる。製品が充填された製品袋の形状の如何に拘らず、また、輸送容器内における
部分的な取り出しの後に残っている製品の分量の如何に拘らず、製品袋の近傍には互いに
間隔を取って配置された複数の吸湿剤袋があることが確実になる。
【００２０】
　製品袋内に位置する製品の湿気除去を促進するために、製品袋は、高密度ポリエチレン
（HDPE）の熱接合繊維の不織布でできている。この、不織布材料は従来実用上盛んに使用
されているものである。高い透湿性および空気透過性に加えて追加的に有利な不織布の特
性は、高い耐引き裂き性能、および、化学業界または製薬業界で使用する数多くの吸湿性
製品に対して、問題なく使用できることである。
【００２１】
　特別に安上がりで同時に有効な、防湿性の吸湿剤被覆体は、ポリエチレンの薄い被覆材
またはフィルムからなるか、またはそのようなポリエチレンをコーティングまたは層のひ
とつとして有するものである。単純で安上がりな製造の観点から、個々の吸湿剤袋は、同
様に、開孔の故に透湿性である薄いポリエチレンフィルムからなる、吸湿剤被覆体の内側
上のカバー材で覆われ固定される。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
　本発明は、図面に示されるいくつかの実施態様を利用して、より詳細に説明される。
ここにおいて、
【図１】図１は、輸送容器内に配置された吸湿剤被覆体を有する輸送容器と、製品が充填
された製品袋とを有する、包装の断面図を示す。
【図２】図２は、製品が充填された製品袋を、緊密に取り囲む吸湿剤被覆体を有する、も
うひとつの包装の断面図を示す。
【図３】図３は、輸送容器に隣接した吸湿剤被覆体が、吸湿剤被覆体上の横方向に穴あき
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カバーにより固定された複数の吸湿剤袋を有する、さらにもうひとつの包装の断面図を示
す。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　図１を例にして示される包装１は、流動可能吸湿性製品３を充填した密封可能製品袋２
を有する。該製品袋２は、高密度ポリエチレン（HDPE）繊維の透湿性不織布材料からなる
。吸湿性製品３は、例えば、化学または医薬産業における最終製品の生産に必要な化学物
質であることができる。
【００２４】
　密封可能な製品袋２は、製品袋２を取り囲む輸送容器４内に位置している。輸送容器４
は、カバーにより閉鎖可能なドラム型の基本本体５を有する。輸送容器４は、例えばポリ
エチレンのような、防湿性の材料からなる。カバー６は、輸送容器４を防湿密封されたも
のにするために、追加的な密封要素７によって、基本本体５上に防湿配置固定される。必
要と思われる場合、密封された輸送容器４は、追加的に、例えばシール材の態様で、開封
明示デバイスが設けられる。
【００２５】
　輸送容器４の内部９には、輸送容器４の形状に適合させた、吸湿剤被覆体１０がある。
吸湿剤被覆体１０は、薄いポリエチレンフィルムからなり、同様に防湿性に作られている
。輸送容器４のカバー６に面した吸湿被覆体１０の領域１２において、製品３がその中に
入っている製品袋２に面する吸湿剤被覆体１０の内側面１１上には、いくつかの吸湿剤袋
１３が、吸湿剤被覆体１０の内側１１の上に接着される。吸湿剤袋１３は、例えばシリカ
ゲルまたはゼオライト、非水塩化ナトリウムまたは硫化マグネシウムなどの適切な吸湿剤
１４を包含している。
【００２６】
　輸送容器４の自由空間９中にある湿気は、吸湿剤被覆体１０のこの領域１２に位置する
吸湿剤袋１３中の吸湿剤１４によって吸湿され凝固される。製品３中に残存湿気が位置し
ている場合は、湿気は製品袋２によってそのときは乾燥している輸送容器４中の内部空間
９に運ばれ、同様に吸湿剤１４によって吸湿され凝固される。
【００２７】
　図２に示される実施例では、充填されている製品袋２を密に取り囲むように、吸湿剤被
覆体１０の形状は、製品袋２の形状に適合される。吸湿剤被覆体１０の内側１１上には、
一定の間隔でいくつかの吸湿剤袋１３が装着され、それぞれが吸湿剤１４の一部を含んで
いる。製品袋２とその中に位置する製品３とは、従って均等にすべての側から吸湿される
。この派生的実施例の包装１では、取り囲む輸送容器４の形状は、重要でない。
【００２８】
　図３に示される実施例では、吸湿剤被覆体１０の形状が輸送容器４の形状に適合され、
吸湿剤被覆体１０は、輸送容器の底面および側壁面の内張りを形成する。吸湿剤被覆体１
０は、製品袋２を輸送容器４の内部に位置する前に挿入することができ、製品袋２がたと
えすでに充填された状態のものであっても、その後の設置を妨げることがない。吸湿剤被
覆体１０は、その側面１５に亘って配分された、それぞれある量の吸湿剤１４を持つ複数
の吸湿剤袋１３を有する。それぞれの個々の吸湿剤袋１３は、その場所に適合されたポリ
エチレンフィルム部分のカバー１６で覆われ、吸湿剤被覆体１０の側壁面１５の上に固定
される。それぞれのカバー１６には、孔１７が設けられており、非透湿性であるポリエチ
レン材質であるのにもかかわらず、カバーは透湿性である。
【００２９】
　本明細書によって、当業者は、包括的に本発明を適用することができるであろう。さら
なるコメントがなくても、したがって、当業者は最も広い範囲で、上記の記載を利用する
ことができるものと思われる。
【００３０】
　よりよい理解のため、および、本発明を例示するため、本発明の保護の範囲内である例
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を図面の図１、図２および図３に示す。加えて、示した態様は、改変された変形で存在し
得る。記載された本発明の原理の一般的な有効性のために、図面に示された例は、したが
って、これらを単独ものに、本発明の保護の範囲を減縮するのは適切でない。

【図１】
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【図２】
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【図３】
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